
平成 22年第 2回(臨時)理事会 会議録

規約第 16条の規程により会議録を調整する。

(1)会議の期日 平成 22年 2月 27日 11.00

(2)会議の場所 シーノおおみや内庄屋

(3)出席及び欠席者の氏名 出席者 23名、欠席 0名

(0会議に付した事件及び議事の経過 別記

会議に付した事件及び議事の経過

司会・開会のことば

会長あいさつ 八木会長

理事会成立宣言 全理事 23名の参加で成立宣言

議  長 黒澤理事長

書記の指名 事務局 奥村・藤井局員

議事録署名人の選任 野本美明鱗 西鴫 理事・小川清(上尾祠理事

会議に付した事件及び議事

○諸般の報告 .

特になし、

○理事長発言・前回の理事会において総会提出議案の協議を行つたが、予算案についての協議

が不十分であつ,亀 さらに、総会運営の未確認、及び次国理事会前に競技の執行が行わ橘 とい

う状況があり、今日の臨時理事会に至つ,電

1協誨 について

①平成 22年度予算案の承認を求める件について

説明・奥村事務局会計担当より、総額 38,541,247円の予算案について説明がある。

野川・大会参加費について訂正すべきではない力、夏季大会については準備の都合で変更

できないという説明はあつたが、1500円を1000円 にれ うヽ意見はあつた。

議長・理事会として参加費の採決はじ0ヽない。事業としては承認げ⑬ るヽ。

野川・収入の事業開催費 175万円は前年度大会決算で余剰分になつている。

事業開催費はなに力、関連して、大会別予算書の外部大会囃 助金)118万円は必要

ないのでは

奥村会計担当・外部大会費は会費分ではないスポンサーや業者の協力金を扱つている。

中山監査・科目を変更することについては問題とい。

議長・会計の処理方法は今後理事会として精査し
‐
0ヽけばよい。

質疑を終結際 決した結果、挙手全員で承議



②総会の運営について

田中事務局長・総会の日程とスムーズに総会に入るたあの準備を急遂であるがお願いした

い。ホールイズアン基金については県を通して熊谷市の福祉施設に送ることとしたい。

並木・ホールインフン基金の扱いについては地元の協会へ還元する方法もある。

今後検討して欲しい。

議長・事務局の案はあるのか、あれば報告を求める。

田中事務局長・議長については暫定予算・規約変更等の処置など複雑な議事運営の理由か

ら黒澤理事を推薦したい。

議長・議事録署名人は

間中事務局長・未だ決めていないが一任されれば総会までに決定したい。

田中事務局長報告を、挙手全員で承認。

③県協会事業について

荒巻競技運営委員長・4月 13日 に開催する「県ク・ラウン■
゛
房祭り」について説明

野川・県大会の日程が変動している。県協会が安定レおいと地方は振り回されてしまう。

荒巻競技運営委員長・最近は会場の予約が難しい、会場の都合で日程が変更になる。

(異議なしの声あり)

議長・異議なしと認め、決定しました。

④「その他」について

議長・5月 に行う理事会にあつては「理事研修会」を含めて開催します。

内容については正副理事長でつめます。

田中事務局長・平成 23年総会は4月 下旬を予定しています。

議長・以上を持つて今回の臨時理事会を終了します。ご苦労様でした。

以上で終了 11.45
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閉会のことぱ

平成 22年 2月 7日 調整

会議録は適正であります。              '
署名人 小りli 清  理事   印

署名人 野本 美明 理事   印


